地域支援病院における前立腺がんに対する高精度放射線治療の運用と患者支援 by 杉山, 明美 et al.
第54回群馬放射線腫瘍研究会抄録集









杉山 明美 （深谷赤十字病院 看護部外来）








































小此木みなみ，中村 真美， 澤 雅江
今井 裕子 （群馬大医・附属病院・看護部）










28.2-44.3-44.1と推移した.関連した評価項目であるsticky saliva scoreは若年群 (65歳未満)では17.1-26.5-12.0と推
移したのに対し,高齢群 (65歳以上)では20.0-36.0-28.2と
推移し,年齢による傾向の差が見られた.【結 語】 年齢
でQOL推移に差が見られた評価項目があり,治療終了時
のQOLが低下する評価項目もあった.今後,年齢を考慮し
た予防的看護介入によりQOL改善の可能性を探る必要が
ある.
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